釜ヶ崎の守護神「カマやん」と「カフカの階段」その後 by 福島 利夫












マにして、堺市、豊中市、箕面市なども訪れた。詳細は、社研の月報 No.597（2013 年３月 20
日発行）に寄せた高橋祐吉所員の「大阪調査覚え書き―自治体による就労支援のさまざまなか












橋下徹市長が 2011 年 12 月に就任し、2012 年から「西成特区構想」の検討が開始された。そ




１．少子高齢化：2010 年の人口は 15 歳未満割合 7.6％、65 歳以上 34.3％であり、同時にこ
れらの数値は「2040 年の大阪市」の姿でもある。 










 A  短期集中的対策 
  主な取り組みは、①不法投棄対策、②落書き対策、③迷惑駐輪対策、④防犯対策、⑤結核
対策であり、それぞれに具体的な成果を上げている。 
































































































































































出所：生田武志・北村年子『子どもに「ホームレス」をどう伝えるか』2013 年、55 ページ 




















－ 145 － 
 ２ 就職しても給料日までの生活費がない（お金がないと就職もできない！） 
 ３ 住所がないとハローワークが相手にしてくれない。 
 ４ 保証人がいないとアパートなどに入居できない。 
 ５ 資格・技術がなく、低賃金の仕事しかない。 










  さらに、行政の出番として、 
 ５ 公営住宅を増やす。家賃補助制度をつくる。 


















































－ 147 － 
でに死んでしまうからである。 
 ユニセフ（国際連合児童基金：United Nations Children's Fund）は、戦後に発足した当初



































対比してみると、2001 年 日銀 16.7％、厚労省 8.2％、以下、同様に、2004 年 日銀 22.1％、
厚労省 9.4％、2007年 20.6％に対して 10.2％、2010年 22.3％に対して 10.0％、2013年 31.0％




















































































































































































































































































































































ば』2018 年３月号にも再度登場している。年齢は 75 歳で、サブタイトルは「財布を拾った生
活困窮爺さんのお話」だが、このことは、別れ際に、ありむらから教えてもらった。 
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南海本線および南海電車天王寺線に囲まれた三角地帯（約 0.6 ㎞ 2）を、人々はそう呼んでいま











が、よけいなことに気づいてしまった。目次の英訳のマルクスが Marx ではなく、Marcus にな
っている。これは、訳者のデイビッド・メイヤーソンがアメリカ人で、本書が出版された前年



































































































































































































































day without laughter is a day wasted.）」。 
 もう一つ付け加えておきたい。カマやんの物語の舞台が釜ヶ崎であることは周知のとおりだ
が、そこが日本の笑いの本拠地である大阪の一角だという背景である。大阪は商人の町として



































































































最新は、Ver. 2018/01/11 である。 
 
－ 166 － 
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